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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 3,980 △41.4 175 － 31 － △375 －

2021年３月期 6,788 △24.8 △187 － △352 － 1,040 －

（注）包括利益 2022年３月期 △399百万円 （－％） 2021年３月期 1,398百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 △56.90 － △9.4 0.1 4.4

2021年３月期 157.75 130.13 29.8 △1.4 △2.8

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 22,384 3,799 17.0 424.41

2021年３月期 23,330 4,190 18.0 483.67

（参考）自己資本 2022年３月期 3,799百万円 2021年３月期 4,190百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 △1,237 2,073 △707 3,105

2021年３月期 △1,598 4,538 △792 2,957

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年３月期（予想） － 0.00 － － － －

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

１．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非
上場）の配当の状況につきましては、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

２．2023年３月期の期末配当予想額につきましては、現時点では未定であります。



（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 0.5 250 42.6 100 218.3 △400 － △63.87

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 6,602,459株 2021年３月期 6,602,459株
②  期末自己株式数 2022年３月期 5,296株 2021年３月期 5,291株
③  期中平均株式数 2022年３月期 6,597,164株 2021年３月期 6,597,230株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 3,920 △40.7 256 － 106 － △869 －

2021年３月期 6,609 △25.1 △15 － △153 － 987 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期 △131.85 －

2021年３月期 149.70 123.49

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 22,453 3,765 16.8 419.15

2021年３月期 23,812 4,634 19.5 550.91

（参考）自己資本 2022年３月期 3,765百万円 2021年３月期 4,634百万円

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

〈個別業績の前期実績値との差異理由〉
　事業再構築策の推進に伴い減収となりましたが採算面の改善が進み経常利益は増益となりました。一方で事業撤退損の
計上等により当期純利益は減益となりました。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。

２．2023年３月期の期末配当予想額につきましては、業績動向等を見極めつつ検討することとしており、配当予想額の
開示が可能となった時点で速やかに開示いたします。



 Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 円 円 円 円

2021年３月期 － 　0.00 － 　0.00 　0.00

2022年３月期 － 　0.00 － 　0.00 　0.00

2023年３月期(予想) － 　0.00 －   10.68   10.68

種類株式の配当の状況
　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．経営成績等の概況
(1）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、長期化する新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、ワクチン接種や

緊急事態宣言及び蔓延防止等重点措置の発出等の感染抑制策によって経済活動に回復の兆しは見られるものの、繰

り返される変異株による感染再拡大の他、緊迫化するウクライナ情勢や原材料価格の高騰等経済活動の停滞や景気

後退の懸念は払しょくされず、先行きは依然として不透明な状況が続くと見込まれます。

　このような状況のもと、当社は引続き各部門において2020年5月13日開催の取締役会で決議した事業再構築策の

実行により収益改善に取り組んでおります。

　この結果、当社グループの当連結会計年度の業績は売上高3,980百万円(前年同期比41.4%減）となり、営業利益

175百万円(前年同期は営業損失187百万円）、経常利益31百万円(前年同期は経常損失352百万円）、固定資産売却

益1,004百万円・事業撤退損938百万円及び法人税等調整額390百万円の計上等もあり親会社株主に帰属する当期純

損失375百万円(前年同期は親会社株主に帰属する当期純利益1,040百万円）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①繊維

　繊維部門につきましては、売上高は減少しましたが引続き採算面の改善が進み、売上高2,480百万円(前年同期比

52.7%減）、セグメント利益134百万円(前年同期比36.4%増）となりました。

②不動産

　不動産部門につきましては、売上高980百万円(前年同期比2.0%増）、セグメント利益620百万円(前年同期比3.6%

減）となりました。

③食品

　食品部門につきましては、事業化２年目の可食事業に資源を集中させましたが、新型コロナウイルス感染症の拡

大による市況の冷え込み等が続き、売上高158百万円(前年同期比27.9%減）、セグメント損失54百万円(前年同期は

197百万円のセグメント損失）となりました。

④その他

　その他部門につきましては、売上高360百万円(前年同期比2.0%減）、セグメント損失27百万円(前年同期は29百

万円のセグメント損失）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は22,384百万円で、前連結会計年度末に比べ945百万円の減少となりました。流動資産

は4,373百万円で、前連結会計年度末に比べ13百万円の増加となりました。固定資産は18,000百万円で、前連結会計

年度末に比べ955百万円の減少となりました。主な要因は、有形固定資産が売却等で930百万円減少したことによるも

のであります。繰延資産は10百万円で、前連結会計年度末に比べ3百万円の減少となりました。負債合計は18,584百

万円で、前連結会計年度末に比べ554百万円の減少となりました。主な要因は借入金や社債等の返済によるものであ

ります。純資産は3,799百万円で、利益剰余金の減少等により前連結会計年度末に比べ390百万円の減少となりまし

た。なお、自己資本比率は17.0％で、前連結会計年度末より1.0ポイント減少しております。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

当社グループの資金状況につきましては、税金等調整前当期純利益が22百万円となり、売上債権の減少額148百万

円、棚卸資産の減少額113百万円、減損損失100百万円等がありましたが、有形固定資産除売却損益999百万円、事業

撤退損の支払額938百万円等があり、営業活動によるキャッシュ・フローは1,237百万円の資金の減少となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出177百万円等がありましたが、有形固定資

産の売却による収入2,233百万円等があり、2,073百万円の資金の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増額197百万円がありましたが、長期借入金の返済による

支出567百万円、リース債務の返済による支出197百万円、社債の償還による支出140百万円等があり、707百万円の資

金の減少となりました。

　これらの結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末より148百万円増加し、3,105百

万円となりました。
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2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期

自己資本比率（％） 22.1 19.4 10.6 18.7 17.0

時価ベースの自己資本比率

（％）
34.6 17.6 16.0 16.0 13.0

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率(年)
66.3 103.8 - - -

インタレスト・カバレッジ・

レシオ(倍)
0.7 0.5 - - -

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象として

おります。

（注５）2020年3月期、2021年3月期及び2022年3月期は「営業活動によるキャッシュ・フロー」がマイナスのため、

キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオの記載を省略しております。

(4）今後の見通し

次期の見通しにつきましては、収束が見通せない新型コロナウイルス感染症の影響や長期化の懸念もあるウクライ

ナ情勢による国内外経済のさらなる下振れ等の懸念材料があり、厳しい経営環境が継続すると予想されます。

このような状況の下、当社グループは環境を守る企業として地位を確立しつつ、安定的に収益を計上できる体制作

りを目指して、高付加価値商品の開発、販売力の強化に取り組んでまいります。

通期の業績見通しにつきましては、売上高4,000百万円、営業利益250百万円、経常利益100百万円、親会社株主に

帰属する当期純損失400百万円を見込んでおります。

なお、今後の先行きは非常に見通しにくい状況であり、現時点での想定しうる事象を考慮して業績予想を算定して

おりますが、さらに大きな影響が見込まれる場合には、速やかに開示いたします。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方
　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

く、また、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,969 3,105

受取手形及び売掛金 503 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 356

商品及び製品 658 547

仕掛品 6 6

原材料及び貯蔵品 99 118

その他 127 244

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 4,360 4,373

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 206 196

機械装置及び運搬具（純額） 75 66

土地 18,478 17,559

その他（純額） 21 28

有形固定資産合計 18,782 17,851

無形固定資産 23 2

投資その他の資産

投資有価証券 51 54

その他 156 150

貸倒引当金 △57 △58

投資その他の資産合計 150 147

固定資産合計 18,956 18,000

繰延資産

社債発行費 13 10

繰延資産合計 13 10

資産合計 23,330 22,384

３．連結財務諸表及び主な注記
（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 402 304

短期借入金 2,017 8,575

１年内償還予定の社債 140 140

リース債務 218 200

未払法人税等 6 5

賞与引当金 28 26

その他 614 585

流動負債合計 3,428 9,837

固定負債

社債 405 265

長期借入金 7,663 735

リース債務 715 536

繰延税金負債 5,364 5,754

役員退職慰労引当金 115 97

環境対策引当金 65 12

退職給付に係る負債 380 342

その他 1,000 1,002

固定負債合計 15,710 8,747

負債合計 19,139 18,584

純資産の部

株主資本

資本金 3,205 100

資本剰余金 2,724 5,829

利益剰余金 △456 △832

自己株式 △4 △4

株主資本合計 5,467 5,092

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6 8

繰延ヘッジ損益 1 －

為替換算調整勘定 △1,284 △1,300

その他の包括利益累計額合計 △1,277 △1,292

純資産合計 4,190 3,799

負債純資産合計 23,330 22,384
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 6,788 3,980

売上原価 5,225 2,566

売上総利益 1,562 1,414

販売費及び一般管理費 1,750 1,238

営業利益又は営業損失（△） △187 175

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 1 2

その他 161 137

営業外収益合計 164 140

営業外費用

支払利息 231 219

その他 98 65

営業外費用合計 329 284

経常利益又は経常損失（△） △352 31

特別利益

固定資産売却益 4,169 1,004

事業構造改善引当金戻入額 822 －

その他 － 31

特別利益合計 4,991 1,035

特別損失

固定資産廃棄損 7 5

減損損失 2,104 100

事業構造改善引当金繰入額 125 －

事業撤退損 1,005 938

為替差損 352 －

その他 21 －

特別損失合計 3,616 1,044

税金等調整前当期純利益 1,021 22

法人税、住民税及び事業税 8 7

法人税等還付税額 △0 －

法人税等調整額 △27 390

法人税等合計 △19 397

当期純利益又は当期純損失（△） 1,040 △375

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
1,040 △375

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 1,040 △375

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 △6

繰延ヘッジ損益 0 △1

為替換算調整勘定 352 △16

その他の包括利益合計 357 △23

包括利益 1,398 △399

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,398 △399

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,205 2,724 △1,497 △4 4,427

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,040 1,040

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - 1,040 △0 1,040

当期末残高 3,205 2,724 △456 △4 5,467

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1 0 △1,637 △1,634 2,792

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,040

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

4 0 352 357 357

当期変動額合計 4 0 352 357 1,398

当期末残高 6 1 △1,284 △1,277 4,190

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,205 2,724 △456 △4 5,467

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△375 △375

自己株式の取得 △0 △0

減資 △3,105 3,105 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 △3,105 3,105 △375 △0 △375

当期末残高 100 5,829 △832 △4 5,092

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 6 1 △1,284 △1,277 4,190

当期変動額

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）

△375

自己株式の取得 △0

減資 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

1 △1 △16 △15 △15

当期変動額合計 1 △1 △16 △15 △390

当期末残高 8 － △1,300 △1,292 3,799

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,021 22

減価償却費 318 46

減損損失 2,104 100

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △532 △37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5 △17

賞与引当金の増減額（△は減少） △53 △1

有形固定資産除売却損益（△は益） △4,161 △999

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △1,800 -

受取利息及び受取配当金 △3 △2

為替差損益（△は益） 352 △54

事業撤退損 1,005 938

支払利息 231 219

売上債権の増減額（△は増加） 550 148

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,448 113

仕入債務の増減額（△は減少） △1,010 △100

その他 88 △444

小計 △441 △71

利息及び配当金の受取額 3 2

利息の支払額 △230 △222

法人税等の支払額 △16 △8

法人税等の還付額 0 -

事業撤退損の支払額 △913 △938

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,598 △1,237

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △0 -

定期預金の払戻による収入 - 13

有形固定資産の取得による支出 △340 △177

有形固定資産の売却による収入 4,840 2,233

敷金の回収による収入 43 5

その他 △4 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 4,538 2,073

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 176 197

長期借入金の返済による支出 △567 △567

社債の償還による支出 △140 △140

リース債務の返済による支出 △261 △197

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △792 △707

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20 20

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,127 148

現金及び現金同等物の期首残高 829 2,957

現金及び現金同等物の期末残高 2,957 3,105

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当

連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っており、

当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余

金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与える影響はありません。

　この結果、当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しております。なお、収益認

識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行って

おりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　

2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に

わたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が当連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はあ

りません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結

財務諸表

計上額

（注）３
繊維 不動産 食品 計

売上高

外部顧客への売上高 5,239 961 220 6,421 367 6,788 － 6,788

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － － －

計 5,239 961 220 6,421 367 6,788 － 6,788

セグメント利益又は損失(△) 98 643 △197 544 △29 514 △702 △187

セグメント資産 949 8,233 1,787 10,969 342 11,311 12,018 23,330

その他の項目

減価償却費 44 0 112 157 13 170 147 318

減損損失 921 － 940 1,861 3 1,864 240 2,104

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
－ 8 19 28 － 28 287 316

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、製品・サービス別の生産販売体制を有し、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、生産販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「繊維」、「不動産」、「食品」の３つを報告セグメントとしております。

「繊維」はレーヨン綿、紡績糸、編織物等の生産販売を行う事業、「不動産」は不動産賃貸等を行う事業、

「食品」は食料品の製造加工販売を行う事業であります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自　2020年４月１日  至　2021年３月31日）
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結

財務諸表

計上額

（注）３
繊維 不動産 食品 計

売上高

外部顧客への売上高 2,480 980 158 3,620 360 3,980 － 3,980

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － － －

計 2,480 980 158 3,620 360 3,980 － 3,980

セグメント利益又は損失(△) 134 620 △54 700 △27 673 △498 175

セグメント資産 860 8,278 1,777 10,916 304 11,221 11,163 22,384

その他の項目

減価償却費 0 2 2 5 10 15 30 46

減損損失 － － 54 54 － 54 46 100

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
－ 30 52 82 － 82 46 128

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 22 24

全社費用※ △725 △522

合計 △702 △498

前連結会計年度 当連結会計年度

債権の相殺消去等 △1,450 △1,604

全社資産※ 13,468 12,768

合計 12,018 11,163

  当連結会計年度（自　2021年４月１日  至　2022年３月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソフトウェア開発・販

売等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失（△） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

セグメント資産　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

※全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない操業を停止した工場跡地及び管理部門に係る資産等

であります。

有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、研究開発及び管理部門に係る設備投資額であ

ります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益又は損失（△）と調整を行っておりま

す。
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前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

１株当たり純資産額 483.67円

１株当たり当期純利益 157.75円

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益

130.13円

　　

１株当たり純資産額 424.41円

１株当たり当期純損失（△） △56.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損失

であるため記載しておりません。
　　

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純

損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会

社株主に帰属する当期純損失（△）（百万

円）

1,040 △375

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

（うち優先配当額(百万円)） (－) (－)

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益又は親会社株主に帰属する当期純損

失（△）（百万円）

1,040 △375

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,597 6,597

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
－ －

（うち優先配当額(百万円)） (－) (－)

普通株式増加数（千株） 1,400 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

― Ａ種優先株式(発行価額の総額
1,000百万円)

前連結会計年度末
  （2021年３月31日）

当連結会計年度末
  （2022年３月31日）

純資産の部の合計額（百万円） 4,190 3,799

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 1,000 1,000

（うち優先株式払込金額(百万円)） (1,000) (1,000)

（うち優先配当額(百万円)） (－) (－)

普通株式に係る期末の純資産額（百万円） 3,190 2,799

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通

株式の数（千株）
6,597 6,597

（１株当たり情報）

　（注）１．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　（注）２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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